社会福祉会館２／会議室等使用規程

山口県社会福祉会館　会議室等使用規程

（趣旨）
第１条　この規程は、別に定めのあるものを除くほか、山口県社会福祉会館（以下「会館」という。）における会議室及び大ホール（以下「会議室等」という。）の使用について必要な事項を定めるものとする。

（適用範囲）
第２条　この規程は、会館内の会議室等を使用するすべての個人又は団体に適用する。

（会議室等）
第３条　貸出可能な会議室等は、次のとおりとする。
（１）４階　大ホール
（２）３階　第１会議室
（３）２階　第２会議室、第３会議室及び第４会議室
２　大ホールを使用する場合は、４階講師控室を無償で使用できるものとする。

（開館日）
第４条　開館日は、次のとおりとする。
（１）通常開館日
　　次に掲げる日を除き開館する日をいう。
[bookmark: _Hlk34842753]ア　土曜日及び日曜日
イ　国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日
ウ　１２月２９日から翌年１月３日までの日（ア及びイに掲げる日を除く。）
（２）臨時開館日
前号に規定する通常開館日以外の日で、館長が、臨時に開館する日をいう。

（使用時間）
第５条　会議室等は、午前８時３０分から午後５時まで使用できる。
２　館長は、使用者(第９条により、使用の承認を受けた者をいう。以下同じ。)から使用時間の延長の申し出があり、会館の運営上支障がないと認めるときは、午後９時まで使用時間を延長できるものとする。

（使用の区分）
第６条　会議室等における使用区分は以下のとおりとする。
（１）午前　午前８時３０分から午前１２時（正午）まで
（２）午後　午後１時から午後５時まで
（３）一日　午前８時３０分から午後５時まで
２　午前１２時（正午）から会議室等を使用する場合の使用区分は、一日とする。

（管理人）
第７条　臨時開館日及び使用時間を延長するときは、原則として管理人を置く。
２　管理人は、会館職員をもって充てる。
３　使用者の責任の下、単に物品等を保管する目的で会議室等を使用するとき、又は館長が管理人を必要としないと認めるときは、管理人を置かずに会議室等を使用することができるものとする。

（使用の申込）
第８条　会議室等を使用しようとする者は、会議室等使用申込書（様式第１号）を館長に提出し、承認を受けなければならない。
２　会議室等を使用しようとする者が会議室等使用申込書を提出したときは、この規程及び会館管理運営規程に同意したものとみなす。
３　会議室等の使用申込は、使用日の半年前から受け付けるものとする。ただし、全国大会の開催等、特別な事情が認められる場合は、この限りでない。

（使用の承認）
第９条　館長は、前条第１項に規定する申込みを受け、その使用を適当と認めるときは、会議室等の使用を承認するものとする。
２　館長は、前項の承認をするに当たり、条件を付すことができる。
３　次の各号の一に該当すると認められたときには、使用の承認を取消し、会議室等の使用を中止又は拒否することができる。
（１）正当な理由がなく爆発性のもの、自然発火物、引火性のもの、劇毒物、凶器その他の危険又は有毒と認められるものを所持するとき
（２）暴行、脅迫若しくはけん騒にわたる行為をする等、構内の秩序を乱し、又は乱す恐れのあるとき
（３）衛生上明らかに有害と認められるとき
（４）暴力団、暴力団員その他これに準ずる者等の反社会的勢力に利益を与えると認められるとき
（５）申込書記載事項の虚偽やこの規程に違反したとき
（６）過去に会議室等使用料の滞納があったとき
（７）この規程又は館長の指示に違反する行為のあったとき
（８）過去にこの規程に違反したことにより、会議室等の使用を取消され、中止又は拒否をされたことがあったとき
(９) 天災地変により会議室等の使用できないとき
（10）館長により、会館運営中止の指示があったとき
２　前項の規定により当該使用者が受けた損害については、館長及び社会福祉法人山口県社会福祉事業団は賠償の責めを負わない。

（使用料及び管理費）
第１０条　会議室等使用料及び設備使用料の額は、別表に掲げる金額とする。
２　第７条第１項に規定する管理人を置く場合は、会議室等の実使用時間に応じて、別に１時間当たり１，６００円の管理費を加算する。（１時間未満の端数があるとき又はその時間が１時間未満であるときは、その端数時間は、１時間として計算する。）
３　管理費は、会議室等を使用する団体ごとに加算する。

（使用料の納付）
第１１条　使用者は、使用した日から１か月以内に、前条による使用料及び管理料を納付しなければならない。
２　使用者から使用料を事前に納付したい旨の申し出があるとき、その他特別の事情があるときは、館長は、使用に先立ち使用料を収納できる。

（使用料の減免）
第１２条　次の各号のいずれかに該当するときは、第１０条に規定する会議室等使用料の１００分の３０を減免することができる。
（１）県、市町及び社会福祉団体が社会福祉の増進を図ることを直接の目的とした行事に使用するとき
（２）その他館長が社会福祉事業の増進のため必要と認めたとき
２　前項の使用料の減免を受けようとするときは、会議室使用申込書に減免理由を記入し、館長の承認を受けなければならない。
３　館長は、前項の規定による申請を適当と認めるときは、会議室等使用料を減免する。

（収納した使用料の返還）
第１３条　第１１条第２項の規定により前納された使用料は、返還しない。ただし、館長は、次の各号の一に該当するときには、その全部又は一部を返還することができる。
（１）使用者の責に帰することのできない事由によって会議室等の使用が不能となったとき
（２）前納後に使用者から使用の取消し又は変更の申出があり、これについて相当の理由があると認められるとき

（取消料）
第１４条　会議室等を使用しようとする者が使用を取消し、又は変更したときは、その時期に応じて会議室等使用料について取消料を徴収する。
２　取消料は、会議室等室料（当日の場合は、会議室等使用申込書に記載されている使用予定時間分の管理費を含む。）に下表の割合を乗じた額とする。ただし、天災地変その他使用者の責によらない理由により使用できなくなったとき、又は会館の都合により使用を取り消したときは、取消料は徴収しないものとする。
３　使用者が、使用を取消し、又は変更する場合の受付は、通常開館日の午前８時３０分から午後５時１５分までの間とする。
４　前項の受付は、閉館日及び臨時開館日には行わないものとする。
取消料金表（単位：円）（小数点以下切り捨て）
	取消（変更）日
	取消料

	使用日の７日前から２日前まで
	会議室等室料の２０％

	使用日の前日
	会議室等室料の５０％

	・使用日当日
・連絡のない場合
	会議室等室料の１００％
（管理費を含む）



（準備のための会議室等の事前使用）
第１５条　使用者から、会議の準備等のために、使用を承認された時間より前に会議室等を使用したい旨の申し出があった場合において、次の各号のいずれにも該当すると認められるときは、使用を認めるものとする。
（1） 会館の運営に支障がないこと
（2） 事前準備のため使用する会議室等に、他の者による使用の予定がないとき
２　前項により使用を認める場合において、次の各号のいずれかに該当するときには、使用料を徴収しない。
（1） 会議室等の使用予定が午前もしくは一日のときに、その前日が通常開館日であり、かつ、前日の午後４時３０分から午後５時までの間に準備が行われるもの
（2） 使用予定が午後のときに、当日１１時３０分から準備が行われるもの
３　前項により難いときは、第８条及び第９条による使用手続きによるものとし、第１０条の使用料及び管理料が発生する。

 (禁煙)
第１６条　会館内は、すべて禁煙とする。

（駐車場の使用）
第１７条　駐車場は、会館と山口県自治会館との共用駐車場であるため、駐車台数が限られていることから、使用者は必要に応じ、外部の駐車場を確保する等に努めるものとする。

　　附　則
(施行期日)
１　この規程は、令和２年４月１日から施行する。
(山口県社会福祉会館会議室等の使用に係る取扱要領の廃止)
２　平成２７年１０月１日施行の山口県社会福祉会館会議室等の使用に係る取扱要領は廃止する。
　　附　則
　　この規程は、令和３年４月１日から施行する。
